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土
木
学
会
の
家
田
仁
会
長

は
11月
10日
、
報
道
機
関
と

の
懇
談
会
を
開
き
、
会
長
の

活
動
概
要
を
報
告
し
た
。

重
点
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
大

災
害
へ
の
的
確
な
対
応
と
社

会
へ
の
発
信
②
東
日
本
大
震

災
玲
年
の
総
括
と
次
な
る
大

災
壱
へ
の
備
え
③
海
外
イ
ン

フ
ラ
展
開
の
戦
略
的
推
進
④

ィ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ

の
戦
略
的
取
り
組
み
⑤
土
木

学
会
の
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー

展
開
ー
の

5
点。

こ
の
う
ち
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

_., 

家田会長

テ
ナ
ン
ス
で
は
、
既
存
の
関

連
委
員
会
を
発
展
的
に
統
合

し
、
「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
総
合
委
員
会
」
（
委
員

長

・
家
田
会
長
）
を
常
設
し

た
。
そ
の
中
に
「
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
部
会
」
を
設
け
、
全

国
の
好
事
例
を
H
Pや
S
N

S
で
発
信
。

と
り
わ
け
地
方
を
重
視

し、

9
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
い
た
全
国
大
会
で
自
治
体

へ
の
展
開
戦
略
に
つ
い
て
公

欝
論
を
行
っ
た
ほ
か
、

11

月
か
ら
「
地
方
イ
ン
フ
ラ
を

対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
講
座
シ
リ
ー
ズ
」

の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
始
め

こ。t
 

ま
た
、
こ
の
全
国
大
会
で

行
っ
た
会
長
講
演
「
何
を
育

み
何
を
変
え
る
か

S
土
木

の
晒
庶
と
組
織
文
化
の
視
点

か
ら
S
」
が
配
布
さ
れ
た
。

◇

◇

 

講
演
要
旨
は
次
の
通
り
。

私
た
ち
は
内
在
す
る
深
刻

な
3
つ
の
危
機
に
直
面
し
て

い
る
。第

1
の
危
機
は
「
日
本
の

活動報告

報道機関との懇談で “ー
2
0
0
6年
（
平
成
18年
）
に

来
日
し
た
「
荒
廃
す
る
ア
メ
リ

カ
」
の
共
著
者
、
パ
ッ
ト
・
チ
ョ

ー
ト
氏
は
、
土
木
学
会
主
催
の
講

演
会
で
続
け
た
（
土
木
学
会

「未

来
へ
の
社
会
資
本
整
備
を
終
わ
ら

せ
て
良
い
の
か
？
．
」
に
よ
る
）
。

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
で
の
橋
の
崩

落
事
故

(83年
）
は
、
「
国
民
の

目
は
イ
ン
フ
ラ
の
劣
化
の
よ
う
な

問
題
か
ら
徐
々
に
離
れ
、
他
の
問

題
に
向
け
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た

矢
先
」
に
、
し
か
も
「
全
く
予
期

し
な
い
」
状
況
で
起
き
た
。

こ
れ
を
機
に
イ
ン
フ
ラ
の
劣
化

間
の
研
究
者
や
技
術
者
な
ど
様
々

な
ル
ー
ト
で
従
来
か
ら
報
告
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
イ
ン
フ
ラ
補
修
へ
の

投
資
不
足
、
そ
の
結
果
と
し
て
の

劣
化
進
行
は
、

「情
報
不
足
」
が

原
因
で
は
な
か
っ
た
と
、
パ
ッ
ト

I
.-0 

家田会長

の議広が

公
劣会が全
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カカ
をを
説 1
むげ
⑫る

面
化
し
な
い
」
か
ら
だ
。

こ
の
点
、
わ
が
国
で
も
「
公
共

更
冬
の
時
代
」
の
記
憶
は
生
々

し
い
が
、
一
方
、
社
会
保
障
給
付

費
の
推
移
を
み
る
と
、
右
＿
肩
上
が

り
の
一
言
に
尽
き
る
。

厚
生
労
働
省
の
資
料
に
よ
る

ィ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
総
合
委
員
会
に
統
合

土
木
学
会

「力
強
く
か
つ
恒
常
的
に
」

と
、
社
会
保
障
給
付
費
は
70年
度

に
3
.
5兆
円
と
国
民
所
得
額
の

5
.
8％
だ
っ
た
。
そ
れ
が
80年

度
1
2
.
2
%、
90年
度
1
3
.
7
%、

00
醤
2
0
.
3
%
、
10
醤
29.

1
％
と
上
昇
を
続
け
、

20年
度
は

1
2
6
.
8兆
円
で

30
.
5
%

（
当
初
予
算
ベ
ー
ス
）
に
達
し
た
。

社
会
保
障
の
伸
び
が
い
け
な
い

と
言
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
ア

メ
リ
カ
で
イ
ン
フ
ラ
が
老
朽
化
し

た
経
緯
と
わ
が
国
の
相
似
性
を
指

摘
し
て
い
る
。

パ
ッ
ト
・
チ
ョ
ー
ト
氏
は
続
い

存
在
感
へ
の
懸
念
」
で
あ
る
。

世
界
全
体
に
対
す
る
日
本
の

G
D
Pシ
ェ
ア
は
、
こ
の
20

年
間
で
13％
か
ら
6
％
へ
半

減
し
、

1
人
当
た
り
の
G
D

P
も
か
つ
て
は
世
界
2
位
だ

っ
た
が
、
現
在
は
26位
ま
で

低
下
し
た
。
状
況
そ
の
も
の

よ
り
も
、
む
し
ろ
危
機
を
危

機
と
認
識
し
な
い
こ
と
の
方

が
深
刻
か
も
し
れ
な
い
。

第
2
の
危
機
は
「
日
本
の

技
術
や
シ
ス
テ
ム
の
先
進
性

へ
の
懸
念
」
で
あ
る
。
自
然

科
学
分
野
の
論
文
数
で
は
、

最
近
3
年
間
に
つ
い
て
調
べ

た
も
の
に
よ
る
と
、
日
本
は

6
万
5
0
0
0本
で
あ
る
の

に
対
し
、
米
国
は
28万
本
と

人
口
比
を
考
慮
し
て
も
圧
倒

的
に
多
く
、
ま
た
中
国
は
つ

い
に
米
国
を
抜
き
30万
6
0

0
0本
と
い
う
勢
い
で
あ

る
。
技
術
と
い
う
も
の
は
、

た
く
さ
ん
の
仕
事
を
す
る
中

で
こ
そ
進
化
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
。
わ
が
国
も
海
外
マ

祠
南
で

＼`
「
ウ
ル
ト
ラ
ワ
ッ
ク
ス
テ
ー
プ
」

奈良・十津川村の吊橋で実証実験

安価に長寿命化する維持管理求め

インフラメンテナンス国民会議近畿本部

て
、
公
共
事
業
費
の
削
減
が
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、

米
国
経
済
を
弱
体
化
さ
せ
た
と
語

っ
た
。
「
な
ぜ
な
ら
、
民
間
経
済

活
動
の
ほ
と
ん
ど
が
イ
ン
フ
ラ
に

支
え
ら
れ
て
い
る
」
か
ら
だ
。
イ

ン
フ
ラ
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
が
低

下
す
れ
ば
、
民
間
の
生
産
性
も
下

が
る
。
し
た
が
っ
て
国
際
競
争
力

も
落
ち
る
。
そ
う
し
た
因
果
関
係

は
明
ら
か
な
の
だ
と
い
う
。

翻
っ
て
わ
が
国
は
、

I
M
D（国

際
経
営
開
発
研
究
所
）
の
「
世
界

競
争
力
年
鑑
」
で
、

19年
度
は
30

位
だ
っ
た
。
年
鑑
の
公
表
が
始
ま

っ
た
89年
は
1
位
だ
っ
た
の
で
あ

る
（
三
菱
総
合
研
究
所
の
資
料
に

よ
る
）
。

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
、
「
多
く

の
仕
事
」
を
す
る
方
向
に
ビ

ジ
ネ
ス
の
舵
を
切
り
、
「
活

カ
」
を
増
進
し
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
だ
ろ
う
。

第
3
の
危
機
は
、
「
日
本

の
勤
労
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ヘ
の
懸
念
」
だ
。
技
能
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
か
つ
て
は
日

本
の
独
壇
場
だ
っ
た
が
、
こ

の
ご
ろ
は
ス
イ
ス
や
韓
国
な

ど
が
台
頭
し
、

日
本
は
上
位

に
入
れ
な
い
。
近
年
の
人
口

当
た
り
の
博
士
取
得
者
数
は

先
進
国
の
ほ
と
ん
ど
の
国
々

で
年
々
増
加
し
て
き
た
が
、

日
本
だ
け
は
逆
に
低
下
し
て

い
る
。こ

の
よ
う
な
状
況
は
、
ま

ち
が
い
な
く
危
機
と
い
え
よ

う
。
し
か
し
、
日
本
人
の
メ

ン
タ
リ
テ
ィ
を
考
え
る
と
、

危
機
を
各
々
が
自
認
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
起
死
回
生
し
、

新
た
な
発
展
の
チ
ャ
ン
ス
に

転
換
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
続
く
）

地
方
が
管
理
す
る
橋
梁
で

は
予
算
や
技
術
面
で
国
と
の

連
携
が
図
ら
れ
て
き
た
一
方

で
、
さ
ら
に
一
層
の
協
力
強

化
を
求
め
る
声
も
多
い
こ
と

が
、
本
紙
が
行
っ
た
「
47都

道
府
県
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
分

か
っ
た
。

予
算
面
で
は
、
「
個
別
補

助
制
度
を
設
け
て
も
ら
っ
て

い
る
」
（
宮
城
県
）
な
ど
、

す
で
に
あ
る
制
度
を
活
用
し

て
い
る
と
の
回
答
が
多
か
っ

こ。t
 

そ
の
一
方
で
、
「
維
持
管
理

費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

_
 

|
 

_
 

_
 

ら
、
定
期
点
検
と
修
繕
な
ど

に
必
要
な
予
算
の
確
保
を
要

望
し
て
い
る
」
（
岩
手
県
）
、

「
財
政
的
支
援
の
継
続
・
拡

充
」
（
埼
玉
県
）
、
「
交
付
金

要
望
」
（
新
潟
県
）
、
「
重
点
的
・

安
定
的
な
予
算
確
保
」
（
石

川
県
）
、
「
予
算
確
保
」
（
兵

庫
県
）
、
「
さ
ら
な
る
補
助
率

の
引
き
上
げ
」
（
鳥
取
県
）
、

「
財
政
的
支
援
」
（
佐
賀
県
）
、

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

国
民
会
議
近
畿
本
部
は
こ
の

ほ
ど
、
奈
良
県
十
津
川
村
の

人
道
吊
橋
「
林
橋
」
で
実
証

実
験
を
行
っ
た
。

屑
の
管
理
橋
1
7
3の

う
ち
39が
吊
橋
で
、
安
価
に

「
レ
ー
ザ
ー
ケ
レ
ン

長
寿
命
化
す
る
維
持
管
理
を

行
う
た
め
、
メ
イ
ン
ケ
ー
ブ

ル
を
利
用
し
た
軽
皇
な
移
動

足
場
と
、
ワ
イ
ヤ
ー
ケ
ー
ブ

ル
（
依
線
）
の
さ
び
が
残
ら

な
い
ケ
レ
ン
技
術
な
ど
を
求

め
て
い
る
。

工
法

」 ウルトラワックステープの実証実験
（インフラメンテナンス国民会議近畿本部提供）

こ
れ
に
対
し
、
①
フ
ル
サ

ト
工
業
（
大
阪

・
東
京
、
古

里
龍
平
社
長
）
の
「
レ
ー
ザ

ー
を
利
用
し
た
は
く
離
エ

法
、
レ
ー
ザ
ー
ケ
レ
ン
（
レ

ー
ザ
ー
の
衝
撃
波
や
熱
で
は

く
離
す
る
技
術
）
」
と
、
②

同
本
部
情
報
ワ
ー
キ
ン
グ

長
の
坂
野
昌
弘
•
関
西
大
学

教
授
（
写
真
右
）
は
、

「レ

ー
ザ
ー
ケ
レ
ン
エ
法
は
熱
く

メ
モ

十
津
川
村
と

ィ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
近
畿
本

部
、
本
州
四
国
連
絡
高
速
道

路
会
社
は
今
年
3
月
、
人
道

47
都
道
府
県
ア
ン
ケ
ー
ト
②

坂
野
教
授

「
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」

「
予
算
の
充
当
」
（
宮
崎
県
）
、

「予
算
拡
充
」
（
沖
縄
県
）

な
ど
、
様
々
な
言
葉
で
予
算

確
保
の
要
望
が
並
ん
だ
。

技
術
面
で
は
、
「
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
会
議
」
が
機
能

し
て
お
り
、
「
同
会
議
に
よ

り
、
県
内
自
治
体
や
J
R
.

N
E
X
C
Oと
連
携
し
て
事

業
を
進
め
て
い
る
」
（
茨
城

県
）
な
ど
の
回
答
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
群
馬
県
は
「
点
検

成
果
の
確
認
の
仕
方
や
、
損

傷
か
ら
対
策
区
分
、
健
全
性

を
判
断
す
る
た
め
の
確
認
の

ポ
イ
ン
ト
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
初
め
て

の
判
定
会
議
を
開
催
し
た
」

と
回
答
。

阿
南
電
機
（
大
阪
市
、
長
尾

剛
社
長
）
の
「
ウ
ル
ト
ラ
ワ

ッ
ク
ス
テ
ー
プ
（
マ
イ
ク
ロ

ク
リ
ス
タ
リ
ン
の
ワ
ッ
ク
ス

を
含
浸
さ
せ
た
不
織
布
の
テ

ー
プ
）
」
の
2
つ
が
実
証
実

験
の
対
象
と
な
っ
た
。

な
ら
な
い
・
廃
棄
物
が
出
な

い
・
嬰
慕
小
さ
い
の
が
メ

リ
ッ
ト
」
と
述
べ
た
。

ウ
ル
ト
ラ
ワ
ッ
ク
ス
テ
ー

プ
に
つ
い
て
は
、

「
施
工
時

間
が
短
く
、
塗
装
の
よ
う
な

乾
燥
期
間
が
不
要
。
さ
ら

に
、
施
設
管
理
者
自
身
で
施

工
で
き
る
の
が
メ
リ
ッ
ト

だ
」
と
評
価
し
た
。

吊
橋
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術

舅

璽

を

彗

し

た

。

人
道
吊
橋
は
特
殊
な
構
造

の
た
め
維
持
管
理
が
難
し

く
、
屑
は
技
術
を
模
索
し

山
形
県
は
、
定
期
点
検
で

「W
判
定
」
と
診
断
さ
れ
た

橋
梁
に
つ
い
て
は
国
へ
報
告

す
る
と
と
も
に
、
対
策
に
際

し
て
は
技
術
支
援
を
受
け
て

い
る
と
い
う
。

他
方
で
、
さ
ら
に
追
い
国

の
協
力
を
求
め
る
声
も
あ

り
、
「
新
技
術
導
入
事
例
の

情
報
提
供
」
、

「跨
線
橋
点
検

に
お
け
る
鉄
道
事
業
者
と
の

調
整
支
援
」
な
ど
、
具
体
的

な
要
望
が
挙
げ
ら
れ
た
。
「
一

律
5
年
に
1
度
の
点
検
頻
度

の
改
善
」
や

「国
土
交
通
省

へ
の
報
告
方
法
の
簡
素
化
」

を
求
め
る
声
も
あ
り
、
定
期

点
検
に
注
文
も
残
っ
て
い
る

こ
と
を
伺
わ
せ
た
。

実
験
で
は
、
林
橋
の
メ
イ

ン
ケ
ー
ブ
ル
を
レ
ー
ザ
ー
ケ

レ
ン
で
除
錆
。
そ
の
部
分
を

ウ
ル
ト
ラ
ワ
ッ
ク
ス
テ
ー
プ

で
防
錆
加
工
を
施
し
、
同
村

職
員
に
よ
る
施
工
体
験
も
行

っ
た
。今

後
、
両
工
法
の
実
用
化

に
向
け
、
経
過
を
観
察
し
て

実
効
性
を
確
認
す
る
。

同
本
部
は
ま
た
、
近
畿
地

方
整
備
局
で
「
第
8
回
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
こ
の
ほ
ど
開
い

た
。
施
設
管
理
者
か
ら
提
起

さ
れ
た
①
舗
装
面
か
ら
対
策

可
能
な
橋
面
防
水
工
の
施
工

技
術
②
常
時
水
没
し
て
い
る

溝
造
物
点
検
の
効
率
化
技
術

な
ど
に
つ
い
て
、
企
業
26社

が
情
報
提
供
し
た
。

て
い
る
。
一
方
、
同
社
は
世

界
最
高
水
準
の
吊
橋
技
術
を

持
つ
。
吊
橋
の
規
模
は
違
う

も
の
の
、
ユ
ニ
ー
ク
な
協
力

体
制
に
な
っ
て
い
る
。

C-11
長方形


